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芝居番付（丸亀戎座・中村福円）
明治20年（1887）　香川県立ミュージアム蔵

　映画『国宝』のヒットで注目を集める伝統芸能、歌舞伎。香川県仲多度郡琴平町
には、現存最古の芝居小屋である旧金毘羅大芝居「金丸座」（重要文化財）があり、
春にはこんぴら歌舞伎が開催されている。
　江戸時代から歌舞伎興行が盛んだった琴平の出身で、明治中期から大正初期に、
大阪や東京などで人気を博した歌舞伎役者に中村福円（1865～1921）がいる。福円
は、明治10年（1877）に上方歌舞伎で活躍していた高砂屋中村福助（二代目中村梅
玉）の弟子となり、大阪で活動したのち、一座を組んで各地を巡業した。
　今回紹介するのは福円の芝居番付である。役割番付という種類のもので、演目と
役名と役者名などが一覧となっている。摺りが薄く判読が難しいが、太夫本（興行
主）は福円の本名である「田村菊治郎」となっている。公演場所は「丸亀戎座」と
あり、丸亀の芝居小屋であることもわかる。
　実は、同内容の芝居番付が、琴平町立歴史民俗資料館と早稲田大学坪内博士記念
演劇博物館にも所蔵されている。ただ、そちらの公演場所は現在の「金丸座」にあ
たる「金刀比羅芝居」になっている。つまり、琴平で公演したのち、近隣の芝居小
屋でも巡業したことが見えてくるのである。しかもこの年（明治20年）は弟子入り
からちょうど10年。故郷に錦を飾るような公演だったのだろうか。
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（2025年 9 月実施）～小幅な悪化ながらもプラス圏を維持～
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� 四国霊場休日へんろ Vol.16　第十六番 観音寺

さぬき空港公園　メタセコイア
（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）

夜泣き地蔵

絵馬仁王門
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高野山真言宗

千手観世音菩薩

空海

天平13（741）年

おん ばざらたらま きりく そわか天平時代、阿波国の中心に開かれた寺
　徳島市郊外の静かな住宅街に佇む和様建築の楼門。第
16番観音寺は、JR 府

こ う

中駅から歩いても行ける古刹です。
国府町という地名が示す通り、この周辺はかつて阿波国
の中心地として、国分寺などとともに大いに栄えました。
　寺伝によれば、創建は天平13（741）年と古く、聖武
天皇が「国分寺建立の詔」を発した際、行基に命じて勅
願道場として建立させたと伝えられます。その後、弘仁
7（816）年頃に空海がこの地を巡教した際、本尊とし
て千手観音像を、脇侍として不動明王像と毘沙門天像を
刻み、現在の寺名に改めました。
　ほかの徳島の札所と同様、天正年間（1573～1592）に
は長宗我部氏の兵火により焼失。長らく荒廃していまし
たが、阿波藩主・蜂須賀氏の帰依を受け万治 2（1659）
年に復興され、今に至ります。
　さて、本堂の右隣にある「八幡総社両神社」は、かつ
て朝廷から派遣された国司（行政官）が、祭祀を行いや
すくするために複数の神社をまとめた総社と、近在の八
幡神社を合祀したもの。境内はコンパクトな印象ですが、
この土地の長い歴史が凝縮されたような趣あるお寺です。

住所：徳島県徳島市
国府町観音寺49-2
アクセス：公共交通
／ JR 徳島線府中駅
から徒歩約1．2km
車／徳島自動車道藍
住 ICから約10km

わたしの推しポイント
いろいろあって思い悩む日が続き、不眠症
になってしまいました。これはいけないと
観音寺の夜泣き地蔵様にお参りすると、心
なしかよく眠れるようになりました。仕事
のトラブルまで解決しそうです。夜泣き地
蔵様は赤ちゃんの夜泣き封じのみならず幅
広い年代にご利益があるようです。ぜひお
参りしてください。（百十四経済研究所　
地域振興部長 村尾耕太）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会
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